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	 低分子量 Gタンパク質ファミリーは細胞外からの刺激の伝達や細胞の成長、発生段階などに応じてシ
グナルを伝える「分子スイッチ」として働く。このうち Rhoと Rabファミリーはそれぞれアクチン細胞
骨格系の再構築、膜成分輸送の制御に重要な役割を果たしている。 
	 最近、申請者は異なる低分子量 G タンパク質ファミリーである Rho と Rab の間でシグナルのやりと
りをしているデータを得た。しかしながら、Rhoおよび Rabがそれぞれどのように、細胞内のどこで活
性化され、細胞骨格系の制御、膜輸送系の制御に関わっているのかの素過程の詳細あるいはその連関に

ついては未解明の部分が多い。また、これらの低分子量 Gタンパク質を負に制御する因子による制御に
おける役割も未解明である。Rhoおよび Rabを介したシグナルが時間的空間的にどのように制御されて
いるのかについて、モデル生物である分裂酵母を用いてこれらの因子の同定を試みた。得られた候補因

子について、分子遺伝学的解析および細胞生物学的解析を行い、Rhoおよび Rabの機能の連関について
解析を進めている。 
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